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御薗宇小学校の６年生とモンゴルの５年生（モンゴルでは小学校の最高学年が５年生のため）とインターネッ

トを使って交流をしました。交流会では、日本とモンゴルの学校紹介、モンゴル語でのあいさつ、クイズや国歌

を歌い合いました。 

モンゴルの子供たちに「日本のことが良く分かりましたか？」と尋ねると９割の子供たち（30/34 人）が良

く分かったと答えました。また、「日本に行ってみたいですか？」と尋ねると８割の子供たち（27/34 人）が行

ってみたいと答えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み方は 

バヤルララー 

ありがとう 

の意味です。 

今日はとてもすてきな日になりました。みなさんに会えて、面

白かったです。 

みなさんが着ていた制服がすてきだなと思いました。 

もう一度、制服を見たり、日本の国歌を聞いたりしたいです。 

みなさんの顔を見ながら話ができて、とても面白かっ

たです。 

僕たちが言ったモンゴル語のあいさつを上手に言っ

ていたのがすごと思いました。 

ぼくは、みなさんに会いたいです。 

＜モンゴルの子供たちの感想＞ 

日本とモンゴルの交流会 



 

 

 

事前の打ち合わせは、3 年生の担任の先生それぞれと個別にではなく、全員一同に会して行い、全員が共通認

識を持って授業を進めていくように話をすることができました。    

 授業の流れについては、日本の教科書とモンゴルの教科書のすり合わせを行いながら、先生方と話し合い 

ました。具体物を用いたり、児童同士が話し合いをしたりしながら授業を進めるような指導を提案しました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

私が活動している県から車で１時間のところにあるセレンゲ県スフバートルで、小学校の先生を対象に“算

数・図工・音楽”のセミナーを行いました。 

  私は算数についてのセミナーを行いました。モンゴルの授業は、先生が中心に授業を行う暗記型の授業です。

そのため、なぜ暗記型の授業が良くないのか、どうすれば暗記型の授業ではなく児童中心の授業になるのかを

説明した後、複合図形の面積の出し方の模擬授業（模擬授業：先生が子供になりきって授業を受けること）を

行いました。また黒板を用いて、板書計画の方法も伝えました。 

  セミナーについてのアンケートを行ったところ、８割（６０名中）の先生方に良いセミナーであったと評価

していただきました。しかし、先生方が各学校に戻り、私たちが行ったセミナーを取り入れて授業を行ってい

るかを確認することが難しく、児童中心型の授業を浸透させるには時間がかかりそうです。 

 

 

 

身近にある箱はどんな形か

らできているかを話し合っ

ています。 

私が「どうして、この箱は直

方体や立方体ではないの？」

と尋ねると、児童が「丸い形

があるから」と答えていま

す。 

板書内容。新しく習う単語

は、担任の先生に説明をして

もらいました。 

私が伝えたいことがより正しく伝わる

ようにセミナーを開催した学校の教務

主任に協力をしてもらいました。 

模擬授業を行い、先生に問題を解いてもらっ

たり、説明してもらったりしました。 

 算数科 

３年生の「直方体と立方体」（日本では４年生の単元）の授業 

 セミナー 


